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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 

  記入日 平成 28 年 5月 1 日 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 法学部／研究科   3  年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学  ネバダ大学リノ校 （国名：   アメリカ         ） 

所属学部・学科等名 IELC 

在 籍 身 分 交換留学生 

留 学 期 間 平成  2 7  年  8  月  2 0  日～ 平成   2 7 年  1 2  月 1 1  日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類： F1 

ビザ申請先： 在大阪・神戸米国総領事館 

取得方法，提出書類：面接予約確認書 D-160フォーム 証明写真 パスポート 

手続きに要した日数：2週間 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

予防接種 等 

出 国 年 月 日 平成  27年 8 月 19 日 

経 路  

現 地 で の 出 迎 え  □✓（・大学関係者 ・その他）    □無 

到着後オリエンテーショ

ン の 実 施 状 況 ・ 

期間・内容 

あり 

USAC関係者と 1時間程度。自己紹介 等 

帰 国 年 月 日 平成  27年 12 月  27日 

経 路 サンフランシスコ国際空港→台北国際空港→関西国際空港 

２．留学経費について 

所

要

経

費 

総額 80万 円 

内訳 

渡航費 20万 円 

保険料 8万 円 

教科書代(学費) 5万 円 

宿舎費 20万 円 

食費     15万 円 

その他（   交友等 費）

（      費） 

（      費） 

12万 円 

円 

円 

３．授業について 

2016年   秋学期          8月   20 日   ～  12 月 11 日 
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年   学期          月    日   ～      月     日 

年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

語学力で 4クラスに分かれる。100分×3コマが基本で、授業は月～金。 

単位互換希望の有無 

 

□有    ✓□○無 

※有の場合，所属学部支援室へ提出の単位認定申請書類のコピーを添付すること 

学術面に関する後輩へ

のアドバイス 

クラス分けで上位クラスに入れるよう事前の語学学習が重要。課題は多く出るので計画的に

こなす。 

４．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 □大学の寮  □アパート  □ホームステイ  □✓その他（シェアハウス     ） 

住居の広さ 約       ㎡  同居人の有無 □✓有（  6 人） □無 

住居に附属する設備 □✓電気  □✓ガス  □✓水道  □✓給湯  □✓シャワー  □✓風呂 

□✓水洗便所  □✓暖房  □✓冷房  □✓台所  □食堂  □固定電話 

□✓インターネット  □その他（                     ） 

住居費 １ヶ月当たり   450$(現地通貨) 約    5万  円 

住居を決定した方法 □留学先大学の紹介  □友人・知人の紹介  □不動産業者 

□✓その他（国際交流センター             ） 

留学先での住居全般に

関するアドバイス 

インターナショナルハウスでは多国籍の留学生との交流が可能で、英語学習には最適の環境 

（２）医療について 

１日以上入院を要する

病気・怪我等を 

□した    □✓しなかった 

入院した場合 により         日入院 

留学に当たり保険を □✓掛けた   □掛けなかった 

 掛けた場合 □日本  □留学先国  □その他（          ） 

掛け金は   年間    80000     円 

補償額 死亡     円，入院１日       円 

その他（              ） 

留学前後での予防接種

の必要の有無 

□✓有   □無 

有の場合，その種類，回

数，費用，受けた医療機

関名 

総合病院で結核、小児科ではしか 

日常的な健康について

不安が 

□あった  □✓なかった 

あった場合その理由： 

留学先国の医療事情 

（日本と比較して） 

利用することはなかった。 

ドラッグストアは充実していた。 
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留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

薬は日本のものが安心できるので、さまざまな用途に応じて日本からたくさん持っていった。 

（３）危険を感じた地域，状況 

ダウンタウンの裏道などは日中でも人通りがなく危険に感じた。また夜はドラッグの勧誘や怪しい人が多くいたので一人

で出歩かないほうがいい。 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

近くにスーパーがないので、買い物はインターナショナルハウスのスタッフか大学から出る無料のバスを利用すると便利。

遊びに行くときはバスを使うので、現金を準備しておくとよい。日本の食べ物(お菓子とか)は現地の人にわりと喜ばれる。 

 

 

５．帰国後の進路について 

卒業予定年月 平成   29年 3 月  （当初の卒業予定年月    平成   年   月） 

卒業が遅れる見込みの

場合，その理由 

□４年次に留学したため  □単位不足のため □新卒で卒業するため 

□その他（具体的に                          ） 

現在の状況および今後

の予定・進路等 

帰国後に就職活動 

就職活動や留学前の単

位取得，教育実習等に

ついての工夫 

就職活動中は授業に出る余裕はないので、留学前に単位をそろえておく。 

 

 

６．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等 

書籍，サイト名 詳細（出版社，URL等） コメント 

地球の歩き方  留学先の近くの大都市サンフランシスコについて 

   

   

７．自由記述（後輩へのアドバイス等） 

UNRには世界中から留学生が集まっているので、異文化交流に最適な環境です。初めは言葉が通じず、ホームシック

になるかもしれませんが、貴重な機会なのでクラスメイトや教授と積極的に交流し、語学力を高めて下さい。充実し

た留学生活が送れるよう、まずは留学前の語学学習から頑張ってください。 


